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小川コレクション

平成27年の大河ドラマは「花燃ゆ」

上：ヤーゲル（ライフル）銃
下：幕末期に萩で製造された銃

象
しょうげんぎ

限儀顕微鏡

萩が舞台の大河ドラマ「花燃ゆ」来年 1月４日放映スタート！
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萩市に寄付！
幕末を語る3,247点のコレクション

萩市に寄付！

　

小
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
軍
事
」「
天

文
」「
測
量
」「
医
学
」「
科
学
技
術
」「
歴

史
資
料
」
の
６
分
野
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま

で
文
献
で
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
幕
末
期

の
情
報
を
、
現
物
の
道
具
を
通
じ
て
立
体

的
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、大
変
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幕
末
維
新
動
乱
期
に
使
用
さ
れ
た
ゲ

ベ
ー
ル
銃
・
ミ
ニ
エ
ー
銃
な
ど
の
鉄
砲

類
や
武
具
類
な
ど
の
軍
事
関
係
資
料
、

江
戸
時
代
に
日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た

天て
ん
も
ん
せ
い
し
ょ
う
ず

文
成
象
図
（
天
体
図
）
な
ど
の
天
文
関

係
資
料
、
実
測
に
よ
る
日
本
地
図
を
完
成

さ
せ
た
伊
能
忠た
だ
た
か

敬
も
使
用
し
た
象し

ょ
う
げ
ん
ぎ

限
儀
と

称
す
る
測
量
器
具
な
ど
の
測
量
関
係
資

料
、
エ
レ
キ
テ
ル
と
称
す
る
電
気
式
医
療

器
具
な
ど
の
医
学
関
係
資
料
、
江
戸
時
代

に
作
ら
れ
た
国
産
の
顕
微
鏡
な
ど
の
科
学

〔江戸時代に作られた精巧な地球儀〕
球面上に描かれた地図の精度がかな
り高いため、江戸時代の終わり頃に
製作されたものと推測される。

技
術
関
係
資
料
や
そ
の
他
歴
史
関
係
資
料

な
ど
、歴
史
的
に
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
、

分
野
も
多
岐
に
わ
た
り
、
他
に
類
を
見
な

い
ス
ケ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
幕
末
歴
史
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
、
現
在
保
存
整
備
を
進
め
て

い
る
旧
明
倫
小
学
校
の
校
舎
棟（
２
号
棟
）

で
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
展
示
公
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
公
開
に
向
け
、
９
月
補
正
予
算
に

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
基
本
設
計
お
よ
び
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
調
査
等
に
必
要
な
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

明
倫
小
学
校
跡
地
利
活
用
基
本
方
針
で

は
、
旧
明
倫
小
学
校
校
舎
棟
は
、「
観
光

の
拠
点
」、「
教
育
伝
承
の
場
」、「
生
涯
学

習
・
市
民
活
動
の
場
」、「
資
料
展
示
の
場
」

と
し
て
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
高
い
資
料
を

旧
明
倫
小
学
校
校
舎
で
展
示
公
開
す
る
こ

と
は
、
平
成
30
年
の
明
治
維
新
１
５
０
年

の
記
念
の
年
に
向
け
て
、
市
民
は
も
と
よ

り
、
萩
の
地
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
、
明
治

維
新
や
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
大
き
な
契
機
に
な
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

〔渾
こんてんぎ

天儀〕江戸時代後期、中国から伝
わった天体の位置を観測するために用
いられた器械。実際の観測用は大き
いもので、これは研究用等に用いられ
たものといわれる。観測した星等の位
置を木輪に刻まれた数値で記録する。
国立科学博物館でも展示された。

〔エレキテル〕幕末の日本の代表的な発明
家である佐久間象

しょうざん

山が蘭書を参考に製作
したとされるもので、これほど良い状態で
残っているものは稀

まれ

である。

〔新撰組局長 近藤勇の直筆の書〕さまざま
な事柄を自分用の備忘録として書き残した
ものと思われる。近藤勇の文書は極めて稀
なもので資料としての価値も高い。

コレクションを説明する小川さん

　８月 24 日、下関市在住の小
お が わ

川忠
た だ ふ み

文さん（幕末歴史資料コレクター）
から、日本の近代化の礎となった幕末期の科学技術や歴史遺産の研究・
保存や、次代への継承などに活用してほしいと、3,247 点の幕末歴
史コレクションが萩市に寄付されました。

他に類を見ない規模の幕末資料！

多
岐
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

旧
明
倫
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
て

展
示
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耐震補強が完了した小川小学校

須佐湾・日本列島が誕生したときにできた地層

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
ジ
オ（
地
球
）
に

関
わ
る
地
層
、
岩
石
、
火
山
等

の
遺
産（
地
質
遺
産
）を
含
む
自
然
豊
か

な
公
園
を
意
味
し
て
い
ま
す
。ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
地
質
遺
産
を
保
護
・
学
習
し
、

研
究
に
活
用
す
る
場
で
あ
り
、
ま
た
、

防
災
を
含
め
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り

を
理
解
す
る
場
と
な
る
も
の
で
す
。

　

萩
市
に
は
、
市
内
の
各
所
に
約
３
億

年
の
地
球
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
地
質
遺
産
が
数
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
元
山
口
大
学

※一部のみの掲載です。

学
校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
学
習

お
よ
び
生
活
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
場

所
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、

施
設
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
す
。
現
在
、
平
成
27
年
度

末
の
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、

残
る
13
校
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

福
栄
地
域
の
福
川
・
紫
福
両
小
学
校

に
つ
い
て
も
施
設
の
耐
震
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
、
地
域
の
保
護
者
か
ら
両

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
要
望
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
を
受

け
て
住
民
代
表
、
保
護
者
、
学
校
関
係

者
で
構
成
す
る
福
栄
地
域
小
学
校
統
合

検
討
委
員
会
を
設
置
し
協
議
を
行
っ
た

大
学
院
教
授
の
永な
が

尾お

隆た
か

志し

氏
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
お
迎
え
し
、
準
備
作
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
「
市

民
と
と
も
に
ジ
オ
を
学
び
、
楽
し
み
、

次
代
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
」
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

つ
い
て
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
準
会
員
と
し
て
加
盟
し
、

平
成
28
年
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ヨ
ル
ダ
ン
国
に
対
す
る
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の

ま
ち
づ
く
り
手
法
の
技
術
支
援
に
つ
い
て

萩
市
は
、
平
成
19
年
か
ら
中
東
地

域
の
ヨ
ル
ダ
ン
国
へ
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
の
仕
組
み
を
導
入
す
る

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

か
ら
は
Ｊジ

Ｉャ

Ｃイ

Ａカ

（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
よ
り
、
本
市
の
専
門
職
員

２
人
を
毎
年
同
国
サ
ル
ト
市
へ
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
か
ら
も
研

修
員
を
毎
年
迎
え
る
な
ど
、
一
層
の
技

術
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
去
る
８

月
に
は
、
同
国
観
光
遺
跡
省
の
次
官
や

サ
ル
ト
市
長
な
ど
関
係
者
が
現
地
視
察

の
た
め
来
萩
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
国
の
古
都
サ
ル
ト
市
は
、

石
造
り
の
歴
史
的
建
造
物
と
伝
統
的
な

ア
ラ
ブ
の
生
活
様
式
が
残
る
歴
史
と
文

化
の
ま
ち
で
す
。

　

先
般
、
サ
ル
ト
市
長
か
ら
本
年
10
月

上
旬
に
開
催
予
定
の
サ
ル
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
招
待
さ
れ
、
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
の
取
り
組
み
や
萩
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
講
演
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
本
年
は
、
日
本
と
ヨ
ル
ダ

ン
国
と
の
国
交
樹
立
60
周
年
の
記
念
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ヨ
ル

ダ
ン
国
を
訪
問
し
、
日
本
を
代
表
す
る

歴
史
文
化
都
市
・
萩
市
の
ま
ち
づ
く
り

や
経
験
に
つ
い
て
、
世
界
に
向
け
情
報

発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
果
、
両
小
学
校
を
統
合
す
る
と
の
結

論
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
４
月
、
福
栄

中
学
校
敷
地
内
に
両
小
学
校
を
統
合
す

る
こ
と
と
し
、
９
月
補
正
予
算
に
統
合

に
伴
う
校
舎
の
整
備
に
向
け
た
関
連
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

他
の
学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、

見
島
・
大
井
・
明
木
の
各
小
中
学
校
は

小
中
併
設
に
よ
る
改
築
工
事
な
ど
に
よ

り
、
ま
た
椿
東
・
越
ケ
浜
・
白
水
・
多

磨
・
む
つ
み
の
各
小
学
校
は
耐
震
補
強

工
事
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
末
に
は
す

べ
て
の
耐
震
化
を
終
え
る
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

萩市議会９月定例会 市長報告（要旨）
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５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
萩
地
域
の

小
学
校
区
で
「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
～
市
長
と
の
対
話
の
集
会
～
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
白
水
・
木
間
小
学
校
区
、

椿
西
小
学
校
区
、
越
ケ
浜
小
学
校
区
の
各

会
場
で
の
意
見
と
市
の
回
答
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　
な
お
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
す

べ
て
の
意
見
と
市
の
回
答
の
要
旨
は
、
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

【
国
道
４
９
０
号
の
整
備
】

　

木
間
地
区
の
課
題
は
道
路
整
備

【
災
害
時
の
避
難
勧
告
や
指
示
の

住
民
へ
の
伝
達
方
法
】

【
人
口
減
少
対
策
】

　
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
い
う

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
減
少

問
題
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
の
対
策
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

で
す
。
８
月
８
日
に
、
池い
け

ケが

垰た
お

ま
で
国
道

４
９
０
号
（
山
田
バ
イ
パ
ス
）
が
開
通
し

ま
す
が
、
そ
れ
以
降
も
木
間
に
向
け
て
途

切
れ
る
こ
と
な
く
道
路
整
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ　

山
田
バ
イ
パ
ス
は
、
開
通
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
一
昨
年
完
成
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
法の
り

面め
ん

崩
落
で
延
び
て
し
ま

　

玉
江
川
の
増
水
時
の
災
害
対
策
で
、
県

が
水
位
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
避
難
勧
告
や
指
示
が
、
ど
の
よ
う
に

住
民
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
犬
の
フ
ン
に
か
か
る
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
】

　

河
川
敷
の
遊
歩
道
等
で
犬
を
散
歩
さ
せ

る
人
が
多
く
、
フ
ン
の
不
始
末
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

犬
の
フ
ン
の
始
末
に
か
か
る
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
、
河
川
管
理
者
の

許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
看
板

の
設
置
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A　

該
当
の
場
所
が
、
県
の
管
理
地
で
、

保
全
上
の
理
由
に
よ
り
看
板
を
立
て
る
こ

と
を
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

場
所
を
確
認
し
た
上
で
、
設
置
場
所
等

に
つ
い
て
、ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A　

玉
江
川
の
水
位
局
に
つ
い
て
は
、
水

位
板
が
お
お
む
ね
紫
色
以
上
（
川
底
か
ら

1.6
ｍ
以
上
）
の
水
位
で
避
難
勧
告
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

伝
達
方
法
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
等

へ
の
萩
市
防
災
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
で
の
緊
急
割
り
込
み
放

送
、
消
防
団
の
消
防
車
拡
声
放
送
な
ど
の

ほ
か
、
町
内
会
長
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

行
政
も
お
知
ら
せ
す
る
努
力
を
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
防
災
情
報
を
得
る
努
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〜市長との対話の集会〜 Ｑ＆Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

萩・タウンミーティング

い
ま
し
た
。
堂ど
う
ど
う
ば
し

々
橋
か
ら
池
ケ
垰
ま
で
２

車
線
の
予
定
を
1.5
車
線
に
変
更
し
て
も
良

い
の
で
早
く
進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
と
力
を
合
わ
せ
て

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
＝
有
識
者
ら
で

つ
く
る
民
間
研
究
機
関「
日
本
創
成
会
議
」

が
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
の
８
９
６

の
自
治
体
で
、
20
～
39
歳
の
女
性
が
半
減

す
る
と
し
た
独
自
の
試
算
を
ま
と
め
て
発

表
し
た
も
の
。

Ａ　

消
滅
可
能
性
都
市
の
デ
ー
タ
で
は
、

20
代
か
ら
30
代
の
若
い
女
性
が
少
な
い
こ

と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
や
大

阪
で
も
消
滅
可
能
性
都
市
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

萩
市
で
は
、
例
え
ば
農
業
の
再
生
や
企

業
誘
致
な
ど
全
力
を
挙
げ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
萩
市
の
観
光
業
は
裾
野
が

広
い
産
業
で
あ
り
、
萩
に
し
か
な
い
財
産

を
大
事
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
次
世
代
が

萩
に
残
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
７
月
30
日
）

白
水・木
間
小
学
校
区

白
水
小
学
校
屋
内
運
動
場　
45
人

（
８
月
４
日
）

椿
西
小
学
校
区市

民
体
育
館　
48
人
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【
児
童
・
生
徒
の
心
の
教
育
】

　

先
日
、
高
校
生
が
同
級
生
を
殺

害
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
萩
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
件

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
に
お
い
て
「
心

の
教
育
」
と
い
う
も
の
は
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

A　
「
心
の
教
育
」
は
、
学
校
教
育
の
中

で
も
中
心
的
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
日
々
の
教
育
活
動
全
般
に
お
い

て
「
心
の
教
育
」
を
行
う
ほ
か
、
い
じ
め

や
不
登
校
の
問
題
等
の
現
状
に
対
応
し
て

い
く
施
策
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ

【
和
船
競
漕
大
会
へ
の
支
援
】

　

越
ケ
浜
小
・
中
学
校
や
育
友
会
、

【
危
険
な
建
物
の
解
体
】

　

越
ケ
浜
地
区
内
に
、
崩
壊
寸
前

の
非
常
に
危
険
な
民
間
の
建
物
が
あ
り
ま

す
。
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
所

有
者
に
解
体
の
要
請
を
し
ま
し
た
が
、
費

用
の
問
題
も
あ
り
手
付
か
ず
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
で
解
体
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
所

Ｐ
T
Ａ
が
主
催
す
る
和
船
競
漕
大
会
は
過

去
44
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
寄

付
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、
人
的

に
も
資
金
的
に
も
負
担
が
大
き
く
な
り
、

存
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

伝
統
行
事
の
継
承
や
教
育
の
観
点
か
ら
萩

市
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

A　

船
の
改
修
や
、
マ
リ
ー
ナ
に
陸
揚
げ

す
る
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
市
が
支
援
し

て
い
ま
す
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
元
で

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
和
船
競
漕
は
教
育
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
案
が
あ

れ
ば
、で
き
る
だ
け
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

有
権
を
放
棄
さ
れ
な
い
た
め
、
で
き
な
い

状
況
で
す
。
市
で
解
体
・
撤
去
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

危
険
家
屋
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

萩
市
で
は
「
萩
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
所
有
者
に

対
し
て
指
導
や
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

勧
告
等
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
最
終
的

に
代
執
行
（
萩
市
で
解
体
・
撤
去
作
業
を

行
い
、
所
有
者
へ
費
用
請
求
）
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
危
険
な
建
物
等
が
何
カ
所

も
あ
り
、
所
有
者
に
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
は
代
執
行
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

萩・タウンミーティング各会場の参加人数
白水・木間小学校区 45人
椿西小学校区 48人
越ケ浜小学校区 75人

Ｑ

Ｑ

■開催時間　午後７時〜９時
■内容　市の現状と主要施策の説明、質疑応答
■問い合わせ　企画政策課（２５・３５６９）

地区 期　日 会　場

むつみ 10月９日（木）むつみ農村環境改善セ
ンター

明木 10月17日（金）旭マルチメディアセン
ター

佐々並 10月29日（水）旭活性化センター

紫福 10月31日（金）福栄農業担い手育成セ
ンター

福川 11月７日（金） 福栄コミュニティセン
ター

弥富 11月10日（月）弥富交流促進センター

須佐 11月19日（水）須佐文化センター

小川 11月21日（金）小川小学校屋内運動場

江崎 11月28日（金）田万川コミュニティセ
ンター

　市長が各地域に出向き、主要な施策等の説明
と意見交換を行います。多くの皆さんのご参加
をお願いします。

【
萩
・
椿
ま
つ
り
の
バ
ス
運
行
】

　

萩
・
椿
ま
つ
り
の
シ
ャ
ト
ル
バ

Ｑ

　

教
育
委
員
会
内
に
「
子
ど
も
相
談
・
支

援
室
」
を
開
設
し
、
専
門
の
指
導
主
事
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
起
こ
っ
て
い

る
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
協
働

し
て
対
処
し
、
早
期
に
問
題
解
決
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ス
は
、市
が
無
料
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
や
市
の
財
政
を
考
え

て
、
１
０
０
円
で
も
２
０
０
円
で
も
運
賃

等
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

A　

道
路
運
送
法
が
あ
り
、
法
律
上
、
事

業
者
が
運
行
す
る
場
合
は
、
運
賃
等
を
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
在
は
市

が
運
行
し
て
お
り
、
運
賃
等
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

多
少
の
経
費
で
も
捻
出
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
駐
車
料
金
を
徴
収
し
経
費

を
捻
出
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

越ケ浜小学校区

（
８
月
18
日
）

越
ケ
浜
小
学
校
区

県
漁
協
は
ぎ
統
括
支
店　
75
人

今後の開催日程



市報HAGI●2014（平成26）年10月１日号 6

村橋 美智子 女 105歳（椿東）
長澄 ヒサ 女 105歳（椿）
久保井 糸野 女 104歳（須佐）
水津 タツ 女 103歳（椿東）
篠原 房子 女 103歳（椿）
久芳 ウメ子 女 103歳（土原）
阿武 静子 女 103歳（吉部上）
松岡 正子 女 103歳（須佐）
岡村 光一 男 103歳（北古萩）
堀 貞子 女 102歳（椿）
白上 ヒサ子 女 102歳（大井）
大林 博之 男 102歳（椿東）
永久 敏江 女 102歳（椿）
廣田 春江 女 102歳（佐々並）
中村 フミコ 女 102歳（須佐）
髙村 智惠子 女 102歳（平安古町）
藤原　秋子 女 102歳（椿）
湯浅 フジ子 女 101歳（川上）
前田 菊子 女 101歳（椿東）
阿部 春子 女 101歳（明木）
後藤 ムメ子 女 101歳（山田）
宮本 チヨカ 女 101歳（山田）
大谷 キヌヱ 女 101歳（三見）
田村 カメヨ 女 101歳（上小川）
福田 静雄 男 101歳（椿東）
宮内 キヌ子 女 100歳（須佐）
伊藤 綾子 女 100歳（堀内）
服部 正子 女 100歳（紫福）

神村 スヱ 女 100歳（大島）
田坂 ウメヨ 女 100歳（吉部上）
市本 サトヨ 女 100歳（明木）
河野 海次 男 100歳（椿東）
出羽 タミ子 女 100歳（江向）
谷本 フジコ 女 100歳（椿）
原 房子 女 100歳（北古萩町）
古屋 淳子 女 100歳（椿）
中村 フミ子 女 100歳（大井）
小倉 江 女 100歳（片俣）
澄川 ハルヱ 女 100歳（須佐）
柴田 房子 女 100歳（福井上）
坪井 燕林 男 99歳（堀内）
増野 砂 女 99歳（樽屋町）
楊井 フミ子 女 99歳（椿東）
元原 キヨコ 女 99歳（椿）
阿部 淺子 女 99歳（椿）
田中 松三 男 99歳（椿）
中村 雪松 男 99歳（椿）
眞岡 京子 女 99歳（大井）
田村 テル 女 99歳（大井）
豊田 サク 女 99歳（大島）
藤原 ハツ子 女 99歳（川上）
西村 アキヨ 女 99歳（吉部上）
中村 美代子 女 99歳（片俣）
齊藤 サメ 女 99歳（須佐）
狩野 節子 女 99歳（佐々並）
森田 キミ 女 99歳（黒川）

地 域 人口
（人）

65歳以上
人口（人） 男 女 高齢化率

（％）
萩 39,694 13,835 5,494 8,341 34.85

川上 943 419 158 261 44.43

田万川 2,908 1,318 533 785 45.32

むつみ 1,650 830 342 488 50.30

須佐 2,871 1,298 526 772 45.21

旭 1,763 821 312 509 46.57

福栄 1,979 931 362 569 47.04

合 計 51,808 19,452 7,727 11,725 37.55

地域別の高齢化率 （８月29日現在）

※掲載に了承をいただいた方のみ掲載しています。

市内の長寿者

祝敬老

　萩市の65歳以上の人口は８
月29日現在、1万9,452人です。
　人口に占める高齢者の割合
（高齢化率）は、萩市37.55％

（全国平均25.1％）で、約３人に１人は65
歳以上です。また、市内80歳以上の人口は
6,834人（13.19％）、90歳以上の人口は
1,248人（2.41％）となっています。

服
はっとり

部 正
ま さ こ

子さん
（100歳、紫福）

地域の趣味グループで、謡曲
やコーラスを楽しんでいま
す。長寿の秘訣は、毎日歩く
など身体を動かすこと、そし
て人と交流できる場に積極的
に参加することです。

高齢化率
37.55％

　敬老の日を前に９月12日、野村市長が今年度
101歳を迎えられる服部正子さん、100歳を迎
えられる坪井燕林さん、古屋淳子さんを訪問し、
長寿を祝いました。
　市では敬老のお祝いとして、今年度80歳（傘

さん

寿
じゅ
）、88歳（米

べい
寿
じゅ
）、90歳（卒

そつ
寿
じゅ
）、100歳以

上の方に祝品等を贈呈しました。
　今年度中に萩市内で100歳以上となられる方
は60人です。（９月15日現在）

古
ふ る や

屋 淳
き よ こ

子さん
（100歳、椿）

友人も多く、施設での旅行や
買い物、茶話会等にも積極的
に参加しています。若い頃か
ら健康に良いといわれるもの
は、積極的に食卓に並べてい
ました。

坪
つ ぼ い

井 燕
えんりん

林さん
（99歳、堀内）

雨の日以外は、ほぼ毎日、自
転車に乗って買い物などに出
かけています。旅行が大好き
で、日本全国を旅しました。
昨年は、ロサンゼルスに１人
で２度行きました。

今年度中に100歳以上、
年齢は９月24日現在、敬称略
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昨
年
の
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
で
施

設
全
体
が
被
災
し
、
現
在
は
田
万
川
保
育

園
で
保
育
を
実
施
し
て
い
る
、
須
佐
保
育

園
の
移
転
新
築
工
事
が
９
月
２
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
小
川
支
所
・
小
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
、
新
た
に
交
流
・
防
災

拠
点
機
能
を
備
え
た
小
川
地
区
の
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
す
る
、
小
川
地
区

地
域
資
源
活
用
交
流
促
進
施
設
も
９
月
末

か
ら
移
転
新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
「
萩
市
民
防
災
の
日
」（
７
月

28
日
）
に
竣
工
し
、
そ
の
日
か
ら
利
用
開

始
の
予
定
で
す
。 

第
２
回「
ご
縁
ま
つ
り
」の
開
催
！

出
会
え
た
ご
縁
を
大
切
に
・
・
・

　

被
災
地
は
昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
一

歩
一
歩
着
実
に
復
興
し
て
き
て
い
ま

す
。
早
期
復
興
を
祈
念
し
て
、
被
災
時

を
振
り
返
り
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

と
の
ご
縁
を
大
切
に
、
地
域
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
発
信
す
る
た
め
、
第
２
回

ご
縁
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）
午
前

11
時
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

育
英
小
学
校

■
内
容

◦
復
興
祈
念
「
縁
え
に
し」V

O
L

.

２
の
上
映

◦
ご
縁
ま
つ
り
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ご
縁
ち
ゃ
ん
」
の
発
表

◦
「
萩
に
ゃ
ん
。」
ほ
か
14
体
に
よ
る

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ゲ
ー
ム
（
ご
縁
ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
）

◦
「
ご
縁
ウ
オ
ー
ク
」
弥
富
小
学
校
か

ら
育
英
小
学
校
ま
で
（
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
も
あ
り
）、
被
災
地
の
復
興
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
（
当
日
も
午

前
８
時
15
分
か
ら
受
付
で
き
ま
す
）

◦
そ
の
他
、
飲
食
店
の
出
店
や
交
通

安
全
・
防
犯
等
の
啓
発
コ
ー
ナ
ー
な

ど■
問
い
合
わ
せ

萩
市
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
８
９
）

生
活
再
建
支
援
事
業
部

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

萩市消防団
　昨年７月28日の萩市東部集中豪雨災害での、
人命救助活動等の被害を軽減した功績が認めら
れ、平成 26 年度防災功労者内閣総理大臣表彰
を受賞しました。
　萩市消防団は、豪雨災害時に 14 日間、延べ
507 人の団員が出動、住民の避難誘導や安否確
認などの人命救助活動を行いました。
■問い合わせ　防災安全課（２５・３８０８）

受賞おめでとうございます

災害現場での消防団員（小川地区、平成25年７月30日）

（団長　山根勝
か つ よ し

美、団員1,185人）

防災功労者内閣総理大臣表彰
【災害現場での顕著な防災活動】

須佐保育園完成予定図

須佐保育園建設地（平成26年９月中旬）

復興のシンボル施設の工事が始まりました！

　

昨
年
度
、
建
設
地
の
須
佐
地
区
の
旧
奈

古
高
校
須
佐
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
質
調

査
が
終
了
し
、
今
年
度
か
ら
施
設
の
設
計

業
務
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
来
年
３
月

末
の
事
業
完
了
に
向
け
て
整
備
を
進
め
、

復 興 だ よ り

【
事
業
概
要
】

■
事
業
期
間　

平
成
25
～
27
年
度

■
総
事
業
費
（
予
算
）
４
億
３
０
０
万
円

■
施
設
概
要　

鉄
骨
造
２
階
建（
９
６
３
・

85
㎡
）、
交
流
促
進
室
、
会
議
室
、
調
理

実
習
室
、
和
室
、
消
防
器
庫
、
資
料
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
、
事
務
室
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課
（
２
５
・
３
５
９
０
）

来
春
の
卒
園
式
を
新
園
舎
で
行
う
予

定
で
す
。

【
事
業
概
要
】

■
事
業
期
間　

平
成
25
～
26
年
度

■
総
事
業
費（
予
算
）１
億
７
９
９
２

万
円

■
施
設
概
要　

木
造
平
屋
建
（
４
９

２
㎡
）、
乳
児
・
ほ
ふ
く
室
、
保
育
室
、

遊
戯
室
、
調
理
室
、
事
務
室
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）

須
佐
保
育
園
の
移
転
新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

小
川
地
区
地
域
資
源
活
用
交
流
促
進
施
設
も

工
事
着
工
！

小川地区地域資源活用交流促進施設建設地
（平成26年９月中旬）
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山根 瑞
み ず き

生
（明木中３年）

砲丸投げ
［少年女子 A］

※国体出場者については、情報提供があった市内学校を卒業した市外の中学・高校在学者も紹介しています。

L
レ オ ー ネ

EONE

全国大会出場おめでとう！

（椿）
田村 兼

かねひろ

啓
（椿東）

田村 奈
な お こ

緒子

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

（
10
月
31
日
〜
11
月
２
日　

神
奈
川
県
）

フライングディスク

（萩総合支援学校３年）
木原 光

みつあき

明

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
）

（
10
月
30
日
～
11
月
３
日　
長
崎
県
）

（土原）
下
しもざき

崎 優
ゆ う こ

子

ボ
ウ
リ
ン
グ

（
10
月
13
日
〜
16
日
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル（

10
月
16
日
〜
20
日
）

（誠英高校３年、萩東中卒）
水津 ちひろ

（10月18日〜21日）バレーボール

国
民
体
育
大
会
（
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
）

（
10
月
12
日
〜
22
日　

長
崎
県
）

長岡 京
きょうた

汰
（萩東中２年）

1500m

藤本 亮
りょうすけ

佑
（むつみ中３年）

砲丸投げ
［少年男子 A］

［少年男子 B］
走り幅跳び

兼
かね

 佑
ゆ め な

芽奈
（萩東中２年）

大玉 華
か り ん

鈴
（明木中３年）

走り高跳び
［少年女子 A］

［少年女子 B］
1500ｍ

村上 正
ま さ き

樹
（萩東中１年）

［少年男子 C］

陸上競技 （10月18日〜22日）

（西京高校３年、萩西中卒）
南
の う の

野 智
と も み

美［400mハードル］

（島根県立益田高校３年、田万川中卒）
野﨑 菜

な み

美［砲丸投げ、やり投げ］

全
国
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ス

ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
豊
田

（
10
月
30
日
〜
11
月
３
日　

長
崎
県
）

［
後
列
左
か
ら
］
大
野
克か
つ
な
り

也
（
椿
）、

阿あ
ん
の武

聡さ
と
し（

椿
東
）、大
谷
秀ひ

で
あ
き

明
（
椿
東
）、

藤
田
義よ
し
は
る
治
（
山
田
）、［
前
列
左
か
ら
］

白
石
美み

か香
（
平
安
古
町
）、
刀
禰
瑞み
ず
え恵

（
椿
東
）、
澤
江
芳は
な
よ葉
（
阿
武
町
）、
岡

千ち

え

み
恵
美
（
福
井
下
）

金
子
昭し
ょ
う
じ
司
（
椿
東
、
写
真
掲
載
な
し
）

（
10
月
18
日
〜
20
日
）

ク
レ
ー
射
撃

（野田学園高校３年、萩東中卒）
野村 七

な な み

海

（10月18日〜21日）ライフル射撃
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（川島）

■成年女子
ワイルドウォーター 1500m ６位

佐々木 智
と も み

美

（江向）市場 大
だ い き

樹

■成年男子
スラローム（25 ゲート）６位

■成年男子
ワイルドウォーター 1500m ８位
高橋 怜

りょうや

也（椿）

（椿東）村山 夏
な つ み

美

■成年女子
スラローム（25 ゲート）３位
スラローム（15 ゲート）５位

（三見小６年）
小谷 優

ゆ う た

太

（10月13日　東京都）
日整全国少年柔道大会 （11月３日　埼玉県）少林寺拳法全国大会 in埼玉

萩少林寺拳法協会
［後列左から］亀屋拓

たく

仁
と

、岩本宥
ゆ う や

哉、小池あすか（以上萩
東中３年）、［前列左から］阿

あ そ ぬ ま

曽沼敏
は る み ち

康（萩西中３年）、権
ご ん

代
だい

拓
た く や

也、秋山琴
こ と ね

音（以上萩東中２年）

中学生団体演部

［後列左から］蒔田愛
ま な み

美、三好歩
あ ゆ か

佳（以上明倫小６年）、吉本
琴
こと

、岩本和
か ず な

奈（以上椿東小６年）、［前列左から］亀屋萌
も え か

佳、
亀屋結

ゆ う か

佳、高屋京
き ょ う か

佳、小池ほのか（以上椿東小６年）

小学生団体演部

萩
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

［
山
口
県
選
抜
］

（
10
月
28
日
〜
29
日　

埼
玉
県
）

朝
日
杯
争
奪
日
本
女
子
学

生
ゴ
ル
フ
選
手
権

至
誠
館
大
学
ゴ
ル
フ
部佐々木 香

か な

奈（3 年） 楠
くすもと

本 彩
あ や の

乃（２年）

前田 洋
よ う じ

二
（堀内）

（10月24日〜26日　岩手県）
全日本卓球選手権大会

［
男
子
ロ
ー
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ（
60
歳
以
上
）］

マ
ス
タ
ー
ズ
の
部

刀禰 洋
ひろし

（椿東）
山村 忠

た だ し

司（樽屋町）

【ソフトバレーボール】
（山口県選抜）

【ソフトテニス】

（10 月４日〜７日 栃木県）
全国健康福祉祭とちぎ大会（ねんりんピック栃木2014）

（９月11日〜14日　熊本県）
国民体育大会 /カヌー競技



市報HAGI●2014（平成26）年10月１日号 10

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
!!

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

施設名 対象児童 施設の内容

幼稚園 3〜5歳 小学校以降の教育の基礎をつくるための幼児
期の教育を行う施設

保育所 0〜5歳 就労などのため、家庭で保育できない保護者
に代わって保育する施設

認定こども園 0〜5歳 幼稚園と保育所の機能や特徴を併せ持った、
教育と保育を一体的に行う施設

地域型保育 0〜2歳

地域のさまざまな状況に合わせて保育の場を確
保するため、少人数で子どもを預かる事業
例）少人数を対象にきめ細かな保育を行う「小規
模保育」や、企業の事業所内施設で、従業員と地域
の子どもを一緒に保育する「事業所内保育」など

認定区分 認定内容 利用施設

1号認定 子どもが満3歳以上で、教育
を希望する場合

幼稚園
認定こども園

2号認定
保育標準時間 子どもが満3歳以上で、保育

が必要な場合
保育所
認定こども園保育短時間

3号認定
保育標準時間 子どもが満3歳未満で、保育

が必要な場合
保育所
認定こども園
地域型保育保育短時間

※保育標準時間は最長 11 時間、保育短時間は最長８時間の範囲内で、
施設が定める時間帯での利用となります。

　
平
成
24
年
８
月
、
日
本
の
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
と
、
関
連
す
る
法

律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質

の
向
上
を
進
め
て
い
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

◎
新
制
度
の
取
り
組
み
は
、
住
民

に
身
近
な
市
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
の
状
況

や
、
子
育
て
支
援
へ
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
・
事
業
な

ど
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
も
の
を
計
画
的
に
整

備
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の

結
果
を
基
に
、
新
制
度
の
開
始
か
ら
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
萩
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
今
年
度
中
に

策
定
し
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、よ
り
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

保
護
者
、
事
業
者
、
有
識
者
な
ど
で
構
成

す
る
「
萩
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を

設
置
し
、
意
見
を
聞
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

◎
小
学
校
就
学
前
の
教
育
・
保
育

の
場
が
充
実
し
ま
す

　

小
学
校
就
学
前
の
施
設
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
は
「
幼
稚
園
」
と
「
保
育
所
」
が
多

く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。新
制
度
で
は
、

幼
稚
園
と
保
育
所
に
加
え
て
、
両
方
の
良

さ
を
併
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普

及
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
少
人
数
の
子
ど
も
を
保

育
す
る
「
地
域
型
保
育
」
を
創
設
し
、
身

近
な
保
育
の
場
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

◎
保
護
者
の
働
き
方
に
応
じ
た
施

設
の
利
用
が
で
き
ま
す

　

小
学
校
就
学
前
の
児
童
に
お
け
る
施
設

利
用
は
、
保
護
者
の
働
き
方
な
ど
に
応
じ

て
市
か
ら
認
定
を
受
け
、
そ
の
認
定
に
応

じ
た
施
設
（
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
地
域
型
保
育
）
の
利
用
が
で
き

ま
す
。

◎
施
設
の
利
用
者
負
担
の
仕
組
み

が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
幼
稚
園
の
保
育
料
は
各
施
設
が

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
制
度
で
は
保
護

者
の
所
得
に
応
じ
て
市
が
定
め
る
仕
組
み

と
な
り
ま
す
。
保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
な
ど
の
施
設
の
利
用
料
金
に

つ
い
て
も
、
新
た
に
設
定
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
国
の
関
係
機
関
に
お
い
て

協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
細

や
利
用
手
続
き
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
改

め
て
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
２
５
９
）

■新制度における教育・保育施設

■認定区分と利用施設

平成27年度
から
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コース 曜日 ステーション・時　間

わ
く
わ
く
号
︵
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
︶

1 木
（第1・3）

山田保育園

9:30〜10:00

住の江保育園

10:10〜10:35

萩幼稚園

10:50〜11:30

三見
小・中学校

12:45〜13:15

三見保育園

13:25〜13:45

さんみ苑

13:55〜14:20

三見市
仁王会館

14:35〜14:55

2 金
（第1・3）

萩光塩学院
幼稚園

9:30〜9:50

土原保育園

10:00〜10:30

山口県漁協玉江
浦支店裏駐車場
10:45〜11:05

椿西小学校

13:00〜13:35

椿保育園

13:45〜14:15

春日保育園

14:30〜14:55

木間
小･中学校

15:50〜16:20

3 木
（第2・4）

大井保育園

9:50〜10:15

オアシス
はぎ園

10:20〜10:45

山口県漁協
大井湊支店
10:55〜11:20

山口県漁協
大井浦支店
11:30〜11:50

大井小学校

13:00〜13:30

越ケ浜小学校

14:00〜14:20

越ケ浜せり場

14:30〜15:05

椿の郷

15:15〜15:45

4 金
（第2・4）

萩焼会館

9:30〜9:55

萩総合支援
学校

10:10〜10:40

日の丸保育園

11:00〜11:40

椿東小学校

13:00〜13:40

椿東保育園

14:00〜14:30

越ケ浜保育園

15:15〜15:45

越ケ浜中学校

16:10〜16:25

5 火
（第1・3）

佐々並小学校

10:20〜10:35

あさひ保育園
佐々並分園
10:45〜11:15

明木小学校
明木中学校

13:00〜13:30

ちはるえん

13:40〜14:10

福祉複合施設
「つばき」

14:30〜15:00

殿河内
公会堂前

15:15〜15:35

白水小学校

16:00〜16:20

6 水
（第1・3）

あさひ保育園

9:30〜9:50

川上中学校

13:05〜13:25

かわかみ苑

13:35〜14:05

川上公民館

14:10〜14:25

川上小学校

14:30〜15:00

川上保育園

15:10〜15:40

7 火
（第2・4）

福川小学校

10:10〜10:30

むつみ保育園

10:50〜11:05

むつみ園

11:15〜11：35

むつみ中学校

13:00〜13:35

ハピネス
ふくえ

14:10〜14:30

福川保育園

14:40〜15:10

8 水
（第2・4）

むつみ小学校

10:10〜10:35

紫福園

11:05〜11:25

福栄中学校

13:10〜13:30

萩市役所
紫福支所

13:40〜14:00

紫福保育園

14:10〜14:35

紫福小学校

14:50〜15:20

9
月

（第２）
※変動あり

大島渡船場

11:30〜11:50

大島
小・中学校

12:00〜12:15

大島保育園

12:15〜12:40

ま
な
ぼ
う
号
︵
須
佐
・
田
万
川
地
域
︶

田
万
川

火
（月2回）

田万川保育園
小川分園

12:45〜13:00

小川小学校

13:00〜13:40

阿北苑

13:50〜14:05

田万川保育園

14:20〜14:55

多磨児童
クラブ

15:05〜15:20

須
佐
Ａ

毎週水
すさ苑

10:30〜10:45

生活支援
ハウス寿

10:50〜11:10

わかば団地

12:45〜13:05

須佐中学校

13:10〜13:40

みやこ編物

14:05〜14:20

育英元気っ子

14:35〜14:55

萩社協北支所
須佐事務所

15:00〜15:20

弥
富 毎週木

多磨小学校

10:05〜10:20

弥富小学校

12:50〜13:10

鈴野川
小学校

13:30〜13:45

森林組合
須佐支所

14:05〜14:20

弥富保育園

14:25〜14:45

弥富公民館

14:55〜15:20

須
佐
Ｂ

毎週金
（※月2回）

山口県漁協
須佐支店

10:30〜10:50

しんわ苑

12:30〜12:45

育英小学校

12:55〜13:30

介護サービス
ぬくもり※

13:45〜14:00

八幡集会所※

14:15〜14:30

　移動図書館は、図書館から遠い地域の方にも気軽に利用して
いただくために、市内全域13コースを巡回しています。
　８月から毎月第２月曜日、大島を巡回しています。10月は
フェリーのドック入りのため第４月曜日に変更します。

館移 動 図 書

10月〜3月後 期

萩図書館（25・6355）
須佐図書館（08387・6・5500）

問い合わせ

巡回予定表

わくわく号
（大島保育園）

８月から大島を巡回しています

まなぼう号
（小川小学校）
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河
川
水
質
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
害
防
止
と
生
活
環
境
の
保

全
を
目
的
に
、
阿
武
川
・
佐さ

ざ々

連れ

川が
わ

・
田

万
川
の
水
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
地
点
・
時
期

◎
阿
武
川　

５
地
点
（
明
木
川
合
流
点
下

流
・
立た
ち

野の

川
合
流
点
下
流
・
目
代
水
源
地

上
流
・
萩
橋
・
玉
江
橋
）

　

水
質
調
査　

年
２
回
（
５
月
・
10
月
）

　

底
質
調
査　

年
１
回
（
10
月
）

◎
佐
々
連
川　

蕪か
ぶ

根ね

川が
わ

合
流
点

　

水
質
調
査　

年
１
回
（
10
月
）

◎
田
万
川　

８
地
点

　

水
質
調
査　

年
１
回
（
10
月
）

■
水
質
調
査

○
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目

【
水
素
イ
オ
ン
濃
度
・
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
・
浮
遊
物
質
量
・
溶
存
酸
素
量
・

大
腸
菌
群
数
】

　

い
ず
れ
の
河
川
も
、
大
腸
菌
群
数
以
外

は
、
す
べ
て
環
境
基
準
に
適
合
し
て
い
ま

し
た
。

　

阿
武
川
お
よ
び
佐
々
連
川
は
、
河
川
水

質
の
代
表
的
な
汚
濁
指
標
で
あ
る
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
は
、
過
去
５
年
間
と
も

基
準
値
に
適
合
し
て
い
ま
し
た
。

※
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
B
Ｏ
D
）

　

水
中
の
有
機
物
質
が
好
気
性
微
生
物
に

よ
り
分
解
さ
れ
る
時
に
消
費
さ
れ
る
酸
素

の
量
の
こ
と
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁

が
進
ん
で
い
ま
す
。

※
大
腸
菌
群
数

　

降
水
量
等
の
気
象
条
件
に
大
き
く
影
響

さ
れ
る
他
、
動
物
に
よ
る
も
の
以
外
に
自

然
界
の
細
菌
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
検
出
を
も
っ
て
汚
染
の
発

生
を
断
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
可
能
性

を
示
す
目
安
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項
目

【
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
砒ひ

素そ

・
ふ
っ
素
他
24
項
目
】

（
阿
武
川
・
佐
々
連
川
で
実
施
）

　

全
調
査
地
点
で
環
境
基
準
に
適
合
し
て

い
ま
し
た
。

■
阿
武
川
底
質
調
査

○
土
壌
汚
染
の
保
全
項
目

　

砒
素
は
環
境
基
準
値
以
下
で
し
た
。
そ

れ
以
外
の
項
目
は
不
検
出
（
定
量
下
限
値

未
満
）
で
し
た
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
（
各
数
値
等
）
に
つ

い
て
は
、
環
境
衛
生
課
、
田
万
川
総
合
事

務
所
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
阿
武
川
・
佐
々
連
川
の
調
査
結
果

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

▽
田
万
川
の
調
査
結
果

田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

　
　
　
　
（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

起 業 化 を 支 援
　

市
で
は
、
就
業
機
会
が
少
な
い
こ
と

や
若
者
等
の
市
外
流
出
に
よ
る
人
口
減

少
、
離
職
者
の
雇
用
確
保
等
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
市
内
で
独
創
性
や
発

展
性
を
も
っ
て
起
業
す
る
方
に
、
事
業

所
開
設
等
に
必
要
な
資
金
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
後
期
分
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

10
月
１
日
～
31
日対象者

【後期募集】（10月）
平成26年７月から平成27年３月に起業した方、または起業予定の方
① 起業の日に市内に居住、または居住を予定している方
② 市内に起業のため、事務所を設置、または設置しようとしている方

（加盟小売店および既に事業を営んでいる方による事業の拡張を除く）
③ 市税をすべて完納している方 
※ただし、その他の条件で対象にならない場合もあります。

補助対
象経費

①事業所の賃貸または開設に係る経費
②設備、備品購入費
③その他事業開始に係る経費
④法人化にかかる経費を除く
※補助対象経費の合計が50万円以上となる事業

補助率 ２分の１以内（上限 50 万円）

添付
書類

①法人は法人登記簿謄本・定款、個人は税務署提出の開業届出書の写し
②事業計画書
③申請者の市税の納税証明書またはこれに代わる書類

◇起業化支援補助金制度の概要

■
申
込
方
法　

商
工
振
興
・
企
業
誘
致

推
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
提
出

■
審
査
・
交
付
決
定　

審
査
会
等
に
よ

る
審
査
を
経
て
補
助
金
の
交
付
を
決
定

■
申
し
込
み

経
済
再
生
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
２
５
・
３
８
１
１
）

補助制度の後期募集！

上限は50万円
開設費等の50％以内

平
成
25
年
度

調
査
結
果
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萩
図
書
館
の
臨
時
休
館

　

萩
図
書
館
前
の
市
道
拡
幅
工
事

に
伴
う
停
電
の
た
め
、
10
月
14
日

（
火
）
は
休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
14
日
午
前
10
時
～
15
日

午
前
10
時
ま
で
の
間
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
資
料
検
索
お

よ
び
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

市
民
病
院
整
形
外
科
の
診

療
体
制
の
変
更

　

整
形
外
科
の
医
師
の
退
職
に
伴

い
、10
月
１
日
か
ら
、こ
れ
ま
で
の

常
勤
医
師
２
人
か
ら
１
人
体
制
に

変
わ
り
、月
・
水
曜
日
に
つ
い
て

は
非
常
勤
医
師
も
対
応
し
ま
す
。

　

診
療
体
制
が
変
更
と
な
る
た

め
、10
月
か
ら
当
面
の
間
、診
察
人

数
を
制
限
し
ま
す
。受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、必
ず
事
前
に
電
話

等
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
市
民
病
院
予
約
セ
ン
タ
ー

２
５
・
１
２
３
５

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

10
月
か
ら
市
民
病
院
は

敷
地
内
を
全
面
禁
煙

　

患
者
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
等
へ

の
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
悪
影
響
を

防
ぐ
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
、
市

民
病
院
お
よ
び
休
日
急
患
診
療
セ

ン
タ
ー
の
屋
外
駐
車
場
等
を
含
む

全
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
を
実
施
し

ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

萩
市
戦
没
者
追
悼
式

○
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福

栄
地
域

■
と
き　

10
月
９
日
（
木
）
午
前

10
時
～

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

○
田
万
川
・
須
佐
地
域

■
と
き　

10
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　

田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
見
島
地
区

■
と
き　

10
月
10
日
（
金
）　

午

前
11
時
～

■
と
こ
ろ　

見
島
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー

主
催
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課（
２
５
・
３
５
５
０
）、

各
総
合
事
務
所

女
性
の
が
ん
休
日
検
診

　

市
で
は
、
５
月
か
ら
医
療
機
関

で
個
別
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
平
日
に
検
診
を
受
け
ら
れ
な

い
方
の
た
め
、
休
日
に
検
診
車
に

よ
る
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
２
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
～
10
時
受
付（
要
予
約
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診

■
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
の

方
、
社
会
保
険
扶
養
家
族
の
方
、

今
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者

■
持
参
品　

保
険
証
、
受
診
カ
ー

ド
、
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
受

診
に
必
要
な
料
金
（
市
報
５
月
15

日
号
と
同
時
配
布
の
保
健
ガ
イ
ド

参
照
）
等

■
定
員　

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

10
月
27
日
ま
で
に
、
健
康
増
進
課

（
２
６
・
０
５
０
０
）
へ

　

８
月
１
日
～
31
日
で
、
25
件
、

44
万
円
の
寄
付
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

【
５
万
円
】阿あ
ざ
か
み

座
上
竹た
け
し四（
宮
城
県
）

【
３
万
円
】
湯
本
聡さ
と
し（
兵
庫
県
）

【
２
万
円
】
福
田
晋
一
（
神
奈
川

県
）、
松
本
兼け
ん
ご吾

（
兵
庫
県
）

【
１
万
円
】
萩
は
ぎ
に
わ庭
寿じ
ゅ
ざ
ん
山
（
千
葉
県
）、

福
井
賢さ
と
し（
神
奈
川
県
）、
井
町
充み
つ

宏ひ
ろ

（
京
都
府
）、
田
中
俊と
し
ひ
ろ
博
（
福

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

•
奥お

く
ふ
じ藤

美
佐
子
さ
ん
（
下
松
市
）

か
ら
田
中
龍
夫
の
書
１
点

◦
高
岡
喜き

よ

え
由
江
さ
ん（
神
奈
川
県
）

か
ら
田
中
義
一
の
書
１
点

岡
県
）、
今
村
芳よ
し
は
る
治
（
熊
本
県
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
９
件
）。

（
平
成
26
年
度
累
計
２
０
５
件
、

４
１
０
万
２
０
０
０
円
）

医師 月 火 水 木 金

常勤
再診
紹介

×
再診
紹介

再診 初診

非常勤 初診 × 初診 × ×

※外来は午前中のみ。
※火曜日は手術のため外来は休診。

■診療日
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水
痘
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改

正
等
に
よ
り
、子
ど
も
の
水す
い
と
う痘（
み

ず
ぼ
う
そ
う
）、
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
が
、
10
月
１
日
か

ら
定
期
接
種
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
に
は
個
別
に

通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
水
痘
予
防
接
種

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
１
歳
以

上
３
歳
未
満
の
幼
児

※
今
年
度
は
、
３
歳
以
上
５
歳
未

満
も
対
象
。

■
自
己
負
担
金　

無
料

○
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
今
年

度
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

に
な
る
方
（
平
成
30
年
度
ま
で
）。

※
今
年
度
は
、
１
０
１
歳
以
上
の

方
も
対
象
。

■
自
己
負
担
金　

２
７
５
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
（
医

療
依
頼
証
を
提
示
）。

◆
接
種
方
法　

い
ず
れ
も
、
個
別

通
知
に
同
封
の
予
診
票
を
記
入

し
、
萩
市
内
等
の
契
約
医
療
機
関

で
接
種

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　

市
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
65
歳

以
上
の
希
望
者
に
対
し
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

行
い
、
１
回
分
に
限
り
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
接
種
期
間　

10
月
１
日
～
平
成

27
年
２
月
28
日

※
医
療
機
関
に
よ
り
開
始
時
期
は

異
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
や
腎
臓
等
に
重
い
病
気
を
有

す
る
方

■
接
種
場
所　

山
口
県
医
師
会
お

よ
び
益
田
市
医
師
会
に
属
す
る
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

受
託
医
療
機
関

■
自
己
負
担
金　

１
２
９
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
（
医

療
依
頼
証
を
提
示
）。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

萩
都
市
計
画
の
変
更
（
案
）

に
関
す
る
説
明
会
・
公
聴
会

　

次
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。

•
萩
都
市
計
画
下
水
道
（
堀
内
雨

水
ポ
ン
プ
場
）
の
変
更
（
案
）

•
萩
都
市
計
画
市
場
（
萩
市
青
果

物
地
方
卸
売
市
場
）
の
変
更
（
案
）

•
萩
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
（
萩

清
掃
工
場
）
の
変
更
（
案
）

○
変
更
素
案
の
縦
覧

■
期
間　

10
月
２
日
（
木
）
～
16

日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

■
閲
覧
場
所　

都
市
計
画
課

○
説
明
会
・
公
聴
会

■
と
き　

10
月
24
日
（
金
）

▽
説
明
会　

午
後
５
時
30
分
～

※
「
萩
都
市
計
画
下
水
道
（
堀
内

雨
水
ポ
ン
プ
場
）
の
変
更
」
の
み
。

▽
公
聴
会　

午
後
６
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
（
公

述
）
に
は
事
前
に
申
し
出
が
必
要

で
す
。
申
し
出
が
な
い
場
合
は
開

催
し
ま
せ
ん
。

■
公
述
の
申
込
方
法　

10
月
16
日

ま
で
に
、都
市
計
画
課
備
え
付
け

　

ペ
ッ
ト
は
生
活
に
潤
い
と
安
ら

ぎ
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
そ
の

一
方
で
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反

な
ど
に
よ
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
、
責
任

を
も
っ
て
一
生
の
面
倒
を
見
る
こ

と
で
す
。
今
一
度
、
飼
い
方
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
犬
の
飼
い
方
】

◦
散
歩
の
時
は
、
必
ず
リ
ー
ド
を

付
け
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る

◦
散
歩
前
に
自
宅
で
排
泄
す
る
よ

う
し
つ
け
る

◦
適
度
に
運
動
さ
せ
、
無
駄
吠
え

を
さ
せ
な
い

◦
住
所
や
飼
い
主
の
変
更
、
死
亡

の
時
は
、
市
へ
の
届
出
が
必
要

◦
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
に

鑑か
ん
さ
つ札

を
付
け
る

○
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
に
な
っ
た
ら
、

登
録
（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬
病
予

防
注
射
（
毎
年
１
回
）
を
必
ず
行

い
ま
し
ょ
う
。

【
ね
こ
の
飼
い
方
】

◦
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た

り
、
車
に
上
が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け

た
り
し
な
い
よ
う
屋
内
飼
育
に
努

め
る
（
交
通
事
故
や
伝
染
病
な
ど

か
ら
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
）

◦
不
妊
・
去
き
ょ
せ
い勢

手
術
な
ど
の
繁
殖

制
限
を
行
う

◦
迷
い
ね
こ
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪

や
飼
い
主
の
氏
名
、
連
絡
先
が
わ

か
る
名
札
を
付
け
る

○
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う

　

野
良
ね
こ
へ
の
餌
や
り
は
更
に

ね
こ
を
増
や
し
、
フ
ン
尿
等
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
す
べ
て
の

人
が
動
物
好
き
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
飼
う
自
覚
が
な
い
無
責
任
な

餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

犬 ねこ
引
取
場
所

萩健康福祉センター
（萩環境保健所
　　　25・2663）

市環境衛生課（25・
3661）、各総合事務
所市民窓口部門

引
取
日

毎週月〜金曜日
　　（祝日を除く）
午前8時30分〜

午後5時15分

毎週月・水曜日
　　（祝日を除く）
午前8時30分〜

　午後5時15分
手
数
料

 生後 90 日以内／ 1 頭（匹）　400 円
 生後 91 日以上／ 1 頭（匹）2,000 円
 ※県収入証紙で支払い。

飼えなくなった犬・ねこの引き取り
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
６
６
１
）

ペ
ッ
ト
は
愛
情
と

責
任
を
も
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
！
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の
申
出
書
に
意
見
の
要
旨
、理
由
、

住
所
、氏
名
を
記
入
し
郵
送
、持
参

※
公
述
申
出
書
の
意
見
が
前
記

（
案
）
に
関
係
な
い
場
合
は
公
述

で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
０
４
）

浄
化
槽
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
使
い
ま
し
ょ
う

　

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

で
す
。
浄
化
槽
を
設
置
し
て
使
用

す
る
に
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
の
た
め
、
浄
化
槽
法
を
守
ら

■
補
助
対
象
地
域

　

次
の
①
②
を
除
く
市
内
全
域
。

①
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
を
受

け
た
区
域

②
集
落
排
水
処
理
施
設
に
よ
る
事

業
計
画
区
域

■
申
請
方
法　

浄
化
槽
工
事
業
者

が
代
行
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
業
者
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５

１
）、
各
総
合
事
務
所
産
業
振
興

部
門

「
公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援

市
民
基
金
」
へ
の
寄
付
に

ご
協
力
を

　

公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民

基
金
運
営
委
員
会
で
は
、
至
誠
館

大
学
の
留
学
生
支
援
を
目
的
に
、

「
公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民

基
金
」
へ
の
寄
付
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
な
市
内
の
留
学
生

に
対
し
奨
学
金
を
給
付
し
、
安
心

し
て
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

▽
定
額
寄
付　

毎
年
継
続
的
に
寄

付
す
る
も
の

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

の
保
守
点
検
が
適
正
に
実
施
さ

れ
、
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
第
三
者
の
目
で
確
認
す
る
た

め
、
年
１
回
法
定
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
本
来
の
機
能
が
充
分

発
揮
で
き
る
よ
う
、
責
任
を
も
っ

て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◆
浄
化
槽
管
理
者
の
義
務

①
浄
化
槽
の
保
守
点
検
（
浄
化
槽

の
点
検
、
調
整
、
消
毒
剤
の
補
充

な
ど
）
＝
県
の
登
録
を
受
け
た
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

②
浄
化
槽
の
清
掃
な
ど
＝
市
の
許

可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

③
浄
化
槽
の
法
定
検
査
の
受
検
＝

山
口
県
浄
化
槽
協
会
が
実
施
し
ま

す
。
管
理
者
へ
検
査
の
案
内
を
通

知
し
ま
す
の
で
必
ず
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◆
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
専
用
住
宅

を
新
築
す
る
場
合
、
ま
た
は
既
存

の
専
用
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す

る
場
合
、設
置
者
（
個
人
に
限
る
）

に
設
置
費
用
の
一
部
を
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

※
借
家
、
集
合
住
宅
を
除
く
。

•
個
人　

１
口
３
０
０
０
円

•
企
業
・
団
体　

１
口
１
万
円

▽
任
意
寄
付　

随
時
受
付

■
口
座
名
義　

い
ず
れ
も
「
は
ぎ

大
学
支
援
市
民
基
金
」

※
企
画
政
策
課
、
萩
商
工
会
議
所

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
用
品
等
を

貸
し
出
し
ま
す

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

の
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
須
佐
ふ

る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
小

川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
次
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
行
事
等
で
活
用
す
る

他
、
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

①
須
佐
地
域
＝
移
動
用
拡
声
設

備
、
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
、
会
議

用
長
机

②
小
川
地
区
＝
草
刈
機
、宮
太
鼓
・

ヤ
グ
ラ
台
一
式
、
音
響
セ
ッ
ト
一

式
、
イ
ベ
ン
ト
用
・
キ
ャ
ン
プ
用

テ
ン
ト
、
会
議
用
長
机
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
イ
ヤ
ー

問
い
合
わ
せ

①
須
佐
地
域
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協

議
会
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
１

０
）

②
小
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会（
０
８
３
８
７
・
４
・
０
２
１
１
）

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

山
口
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働
者

に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
が
支
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
最
低
賃
金　

１
時
間
７
１
５
円

■
効
力
発
生
日　

10
月
１
日

問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

（
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
７
２
）

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
市
県
民
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

10
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

金融機関名 種別 口座番号

郵便局  ー 01370・6・
90260

山口銀行萩支店 普通 6191006

萩山口信用金庫萩支店 普通 0438892

■寄付金の振込先
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
き
ま
せ
ん
か

　

10
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」

で
す
。

　

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
の
豊
か
な
経
験

と
知
恵
を
生
か
し
て
、
高
齢
者
に

適
し
た
臨
時
的
で
短
期
的
な
仕
事

や
、
短
時
間
で
継
続
的
な
仕
事
を

低
料
金
で
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
か
ら
会
員
登
録

で
き
ま
す
の
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方
の
加
入
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
内
容　

剪せ
ん
て
い定

・
除
草
な
ど
の
屋

外
作
業
、
高
年
齢
者
へ
の
福
祉
家

事
援
助
、
屋
内
の
軽
作
業
、
各
種

施
設
管
理
な
ど

問
い
合
わ
せ

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

萩
事
務
所
（
２
６
・
０
５
０
５
）、

む
つ
み
出
張
所（
０
８
３
８
８
・
６

・
０
７
６
１
）、須
佐
出
張
所（
０
８

３
８
７
・
６
・
３
６
２
８
）、
田
万

川
出
張
所
（
０
８
３
８
７
・
２
・
０

７
０
０
）

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

「
の
ど
自
慢
大
会
」
出
場
者

　

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
開
催
す

る
「
の
ど
自
慢
大
会
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
８
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

※
音
源
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
、
舞

台
で
は
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
使
用

し
ま
す
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

■
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
通
学

し
て
い
る
３
歳
以
上
18
歳
以
下
の

方
（
高
校
生
以
下
）

■
定
員　

15
人
（
組
）

○
一
般
の
部

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
通
勤

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
は
不
可
）

■
定
員　

25
人
（
組
）

※
い
ず
れ
も
、
グ
ル
ー
プ
で
の
参

加
も
で
き
、
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

■
参
加
料　

無
料

■
表
彰　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

審
査
員
特
別
賞
に
賞
状
と
副
賞

10
月
15
日
ま
で
に
、
企
画
政
策
課

（
２
５
・
３
３
４
２
）
へ

新
清
掃
工
場
の
市
民
見
学
会

　

長
門
市
と
共
同
事
業
で
建
設
し

て
い
る
新
清
掃
工
場
の
施
設
内
見

学
会
を
行
い
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
は
12
月
か
ら
試
運

転
を
開
始
し
、
来
年
４
月
か
ら
供

用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

■
と
き　

11
月
30
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

※
市
役
所
前
庭
に
９
時
30
分
に
集

合
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）。

■
と
こ
ろ　

新
清
掃
工
場（
山
田
）

■
施
設
概
要　

工
場
棟
２
７
５
２

㎡
（
地
上
４
階
、
地
下
１
階
）、

管
理
棟
５
４
２
㎡
（
地
上
２
階
）

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

10
月
31
日
ま
で
に
、
環
境
衛
生
課

（
２
５
・
３
１
４
６
）
へ

市
有
霊
園
の
使
用
者

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
萩
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有

す
る

②
祭
事
を
主
宰
す
る

③
他
に
墳
墓
の
場
所
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い

④
１
年
以
内
に
使
用
す
る

■
必
要
書
類　

火
葬
許
可
証
ま
た

は
焼
骨
の
所
在
を
証
明
で
き
る
書

類■
募
集
期
限　

10
月
31
日

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご
作
り

■
と
き　

10
月
24
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

ゴ
キ
ブ
リ
退
治
に
効
果

の
あ
る
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
団
子
作

り■
参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
費
）

■
主
催　

萩
消
費
生
活
研
究
会

申
し
込
み

10
月
20
日
ま
で
に
、
消
費
生
活
セ

墓地名 桜
お う か

花霊園 平野墓地

場所 椿東6230番地 上田万2036番地2
募集区画 2区画 2区画
使用面積 4㎡ 9㎡

永代使用料 12万円 22万5,000円
管理料（年） 2,160円 －

申し込み 環境衛生課
（25・3341）

田万川総合事務所
市民窓口部門

（08387・2・0300）

■
申
込
方
法　

10
月
14
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
と
曲
目
、
歌
手
名

を
記
入
し
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
１　

萩
市
江

向
４
９
５
︲
４　

萩
市
文
化
・
生

涯
学
習
課
内
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
「
の
ど
自
慢
大
会
」
事
務
局

（
２
５
・
３
５
９
０
）

ふ
る
さ
と
祭
り
探
訪
ツ

ア
ー

　

田
万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福

栄
地
域
で
開
催
さ
れ
る
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と
祭
り
等

に
参
加
し
、
特
産
品
の
買
い
物
を

楽
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
市
役
所
正
面
玄
関
前
に
集
合
。

■
内
容　

田
万
川
地
域
の
さ
か
な

祭
り
、
む
つ
み
・
須
佐
・
福
栄
地

域
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
巡
り

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
体
験
料　

無
料（
昼
食
代
等
別
）

主
催
・
申
し
込
み
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ン
タ
ー
（
２
５
・
０
９
９
９
）
へ

「
維
新
の
里 

萩
城
下
町
マ

ラ
ソ
ン
」
会
場
の
出
店
者

　

今
年
も
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
し
ま

す
。
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

け
る
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
７
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
２
時
（
準
備
は
午
前

７
時
30
分
～
８
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク■
応
募
資
格　

市
内
外
の
事
業

者
・
団
体

■
小
間
料　

５
０
０
０
円
（
２
間

×
４
間
の
テ
ン
ト
１
張
、
長
机
４

台
、
椅
子
４
脚
）

※
電
源
が
必
要
な
場
合
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
店
場
所
は
説
明
会
（
11
月
21

日
）
で
抽
選
。

■
申
込
方
法　

10
月
31
日
ま
で

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

■
主
催　

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

松
陰
の
道 

歩
行
大
会

　

松
陰
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
巡

り
、歴
史
を
学
ぶ
歩
行
大
会
で
す
。

教
育
会
萩
支
部
会
員
が
案
内
し
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
25
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
～
11
時
45
分

※
市
民
館
に
集
合
。

■
行
程　

市
民
館
（
開
会
式
）
→

前
原
一い
っ
せ
い誠
旧
宅
→
弘
法
寺
（
前

原
一
誠
墓
所
）
→
郡ぐ
ん
じ司
鋳
造
所
遺

構
広
場
→
松
陰
神
社
→
品
川
弥
二

郎
誕
生
地
→
長
井
雅う

た楽
旧
宅
跡
→

市
民
館
（
閉
会
式
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）

※
お
茶
・
お
や
つ
を
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

10
月
17
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿

東
１
１
５
９
︲
31　

山
口
県
教
育

会
萩
支
部
（
２
５
・
７
５
４
８
Ｆ

Ａ
Ｘ
兼
）
鈴
木

歯し

あ
わ
せ
健け
ん
こ
う口
遅
口
言
葉

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く
親

し
み
を
持
っ
て
口
腔
体
操
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
口
を
大
き
く
あ

け
て
言
葉
を
は
っ
き
り
発
音
す
る

「
歯
あ
わ
せ
健
口
遅
口
言
葉
」
を

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
要
件

①
萩
に
関
連
が
あ
る
言
葉

②
ぱ
・
た
・
か
・
ら
（
発
音
時
に

唇
や
舌
が
よ
く
動
く
）
の
い
ず
れ

か
が
入
っ
て
い
る
言
葉

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
男
女
の
相
談
を
受
け
、

登
録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

10
月
３
日
（
金
）、
４

日（
土
）、７
日（
火
）、10
日（
金
）、

14
日
（
火
）、
17
日
（
金
）、
21
日

（
火
）、
24
日
（
金
）、
25
日
（
土
）、

28
日
（
火
）、
31
日
（
金
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所

【
例
】
か
さ
や
ま
、
か
ん
こ
う
、

か
き
く
け
こ

③
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る

■
表
彰　

優
秀
作
品
に
記
念
品
を

進
呈
（
参
加
賞
あ
り
）

※
歯
あ
わ
せ
健
口
の
集
い
（
平
成

27
年
３
月
予
定
）
で
表
彰
予
定
。

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
、萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
内
歯
科
医
院
備
え
付
け
の
応
募

票
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
歯
あ
わ
せ

健
口
遅
口
言
葉
、住
所
、氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
１　

萩
市
江

向
３
５
６
︲
３　

萩
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
２
・
２
０
２
６
、
メ
ー
ル

anshin@
hagi-shakyo.or.jp

）

社
会
福
祉
法
人
紫し
う
ん
か
い

雲
会
の

介
護
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
紫
福
園

の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
職
種　

介
護
職
員

■
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

■
雇
用
形
態　

正
規
職
員
（
夜
勤

の
で
き
る
方
）、
臨
時
職
員
（
週

40
時
間
勤
務
）

■
申
込
期
限　

随
時
募
集

申
し
込
み

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
紫
福
園

（
５
３
・
０
２
３
１
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

（
中
・
上
級
編
）

　

萩
商
工
会
議
所
で
は
、
社
会
人

と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

の
た
め
、
管
理
職
を
含
む
社
会
人

全
般
を
対
象
と
し
た
研
修
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
11
日
（
火
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
建
設
会
館（
江
向
）

■
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講

座
、
ク
レ
ー
ム
対
処
法
、
訪
問
の

マ
ナ
ー
、
メ
ー
ル
文
章
の
基
本
等

■
講
師　

温
ぬ
く
し
な品

富ふ

み

こ
美
子
（
ケ
イ
・

ア
ン
ド
・
ワ
イ
専
門
講
師
）

■
対
象
者　

中
堅
社
員
を
含
む
一

般
職
員
、
管
理
職
員
等

■
定
員　

40
人

■
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
会
議

所
会
員
は
１
０
０
０
円
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）
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サ
ン
ラ
イ
フ
萩
の
体
験
講
座

　

代
謝
ア
ッ
プ
の
体
作
り
講
座
で

す
。
マ
ッ
ト
は
準
備
し
て
い
ま
す

（
持
参
も
可
）。

■
参
加
料　

各
５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

10
月
24
日
ま
で
に
、
サ
ン
ラ
イ
フ

萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）
へ

パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座

　

萩
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
所

の
記
帳
自
計
化
を
促
進
す
る
た

め
、パ
ソ
コ
ン
会
計
ソ
フ
ト「
弥
生

会
計
」活
用
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
28
日（
火
）～
30
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
会
議
所

■
内
容　
「
弥
生
会
計
」
の
入
力

方
法
か
ら
決
算
書
作
成
ま
で

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
万
円
（
会
議
所
会

員
は
５
０
０
０
円
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

こ
ど
も
ハ
グ
♡
ア
カ
デ
ミ
ー

〜
抱
き
し
め
る
子
育
て
〜

　

子
育
て
中
の
母
親
同
士
が
子
育

て
や
日
常
生
活
に
つ
い
て
語
り
合

い
、
自
分
流
の
子
育
て
方
法
を
見

つ
け
て
い
く
教
室
で
す
。

■
と
き　

10
月
28
日
～
12
月
16
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

専
門
研
修
を
受
け
た
健

康
増
進
課
の
保
健
師
が
進
行
す
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■
対
象
者　

１
歳
６
カ
月
～
３
歳

児
を
子
育
て
中
の
母
親
で
、
す
べ

て
の
回
に
参
加
で
き
る
方

■
定
員　

14
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

毎
回
１
０
０
円
（
お

茶
代
）

※
託
児
は
無
料
で
す
（
子
ど
も
の

必
要
品
は
各
自
持
参
）。

主
催
・
申
し
込
み

10
月
17
日
ま
で
に
、
萩
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
２
６
・
０
５
０
０
）
へ

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

10
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
司
法
書
士　

早
野
繁
し
げ
る

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

10
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
、
離
婚
等

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

10
月
22
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

小
林
亨
と
お
る

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
10
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

　

萩
市
や
民
間
団
体
で
構
成
さ
れ

る
産
業
遺
産
国
民
会
議
と
連
携

し
、
県
民
の
機
運
醸
成
を
図
る
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

　

来
年
度
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

を
実
現
し
、
貴
重
な
文
化
遺
産
の

保
存
を
図
る
と
と
も
に
、産
業
力
・

観
光
力
の
増
強
を
目
指
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
火
）
午
後

６
時
～
８
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

○
基
調
講
演
（
６
時
15
分
～
６
時

45
分
）

▽
演
題　
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

条
約
の
現
状
と
課
題
」

▽
講
師　

木
曽
功い
さ
お（

内
閣
官
房
参

与
、前
ユ
ネ
ス
コ
全
権
特
命
大
使
）

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
６
時
55
分
～
７
時
55
分
）

▽
テ
ー
マ　
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産 

九
州
・
山
口
と
関
連

地
域
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を

目
指
し
て

▽
パ
ネ
リ
ス
ト　

安
倍
昭あ
き
え恵
（
内

閣
総
理
大
臣
夫
人
）、
八
木
重じ
ゅ
う
じ二

郎ろ
う

（
産
業
遺
産
国
民
会
議
理
事

長
）、村
岡
嗣つ
ぐ
ま
さ
政
（
山
口
県
知
事
）、

野
村
興
兒
（
萩
市
長
）
ほ
か

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

山
口
県
世
界
遺
産
登
録

推
進
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

山
口
県
教
育
庁
社
会
教
育
・
文
化

財
課（
０
８
３・９
３
３・４
６
６
６
）

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産 

九
州
・
山
口
と
関

連
地
域
」
の
世
界
遺
産
登

録
の
機
運
醸
成
に
向
け
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講座 とき 講師

健康ヨーガ
体験講座

（定員：20人）
10/25
（土）

14:10〜
15:00

斉藤佐
さ え こ

絵子
（IYC認定 
　　  講師）

ピラティス
体験講座

（定員：各20人）
※女性限定

15:30〜
16:20 森本節

せ つ こ

子
（FIP公認イン
ストラクター）

17:30〜
18:20

19:00〜
19:50
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萩
広
域
は
ば
た
き
教
育
相

談
会

　

子
育
て
に
つ
い
て
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
23
日
（
木
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

子
ど
も
の
学
習
や
進

路
・
就
労
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
保
護
者
、
療
育
・
教
育

で
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
保
護
者

※
子
ど
も
も
同
席
で
き
ま
す
。

■
相
談
員　

医
師
、臨
床
心
理
士
、

理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
地

域
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど

■
申
込
方
法　

10
月
８
日
ま
で

に
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、
幼

稚
園
等
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
付

し
た
申
込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
６
２
）

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
談
＆
募
集
説
明
会

　

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
説
明
会

を
開
催
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る

体
験
談
、個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
11
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
（
０
８

３
・
９
２
５
・
７
３
５
３
）
小
野

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め

の
弁
護
士
電
話
法
律
相
談

　

家
族
、
支
援
者
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
14
日
、28
日
、11
月

11
日
、25
日
、12
月
９
日
（
い
ず
れ

も
金
曜
日
）午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
内
容　

消
費
者
被
害
、
遺

言
、
相
続
、
成
年
後
見
、
財
産
管

理
、
介
護
、
虐
待
な
ど

■
相
談
受
付
電
話

０
８
３
・
９
２
０
・
８
７
３
０

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
弁
護
士
会

（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
０
８
７
）

子
育
て
輪
づ
く
り
大
運
動
会

　

元
気
な
ち
び
っ
子
と
保
護
者
の

子
育
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
８
日
（
水
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

（
リ
ズ
ム
体
操
、
か
け
っ
こ
な
ど
）

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護

者
、
家
族

■
主
催　

萩
市
保
健
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き　

10
月
20
日
（
月
）
～
11

月
27
日
（
木
）
の
原
則
毎
週
月
・

木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分
（
全
10
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方■
定
員　

30
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

10
月
14
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

　

城
下
町
の
町
並
み
に
は
着
物
が

よ
く
似
合
い
ま
す
。
着
物
で
ま
ち

歩
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
水
）
～
13

日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ　

城
下
町
周
辺
ほ
か

■
内
容　

着
物
レ
ン
タ
ル
・
着
付

け
、
着
物
割
引
、
特
典
付
き
パ
ス

ポ
ー
ト
配
布
、
和
小
物
つ
く
り
体

験
等
が
で
き
る
「
和
の
学
び
舎や

」、

着
物
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

◆
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
す
。

▽
10
月
13
日（
月
・
祝
）午
後
７
時

～
９
時
、
萩
の
宿 

常と

も

え
茂
恵（
参
加

料
５
０
０
０
円
、定
員
１
０
０
人
）

■
主
催　

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会
（
２
５・１
７
５
０
）

萩
・
竹た

け
と
う
ろ

灯
路
物
語

　

竹
で
作
っ
た
灯
籠
の
中
に
ろ
う

そ
く
を
灯
し
た
竹
灯
約
１
８
０
０

基
が
、
夜
の
城
下
町
を
ほ
の
か
に

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
に
は
「
萩
に
ゃ
ん
。」
も
登
場

し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
10
日
（
金
）
～
12

日
（
日
）
午
後
６
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

城
下
町
周
辺
ほ
か

■
内
容　

長
州
お
は
ぎ
茶
屋
出
店

（
素
水
園
）、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
開
催（
旧

久
保
田
家
住
宅
）、竹
炭
配
布
な
ど

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

10
月
10
日
（
金
）
午
後
６
時
～
、

素
水
園
（
堀
内
）

式
典
、
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏

■
主
催　

萩
・
竹
灯
路
物
語
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

萩
市
美
術
展

　

小
・
中
学
生
の
部
、
高
校
生
・

一
般
の
部
の
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

■
と
き　

10
月
12
日
（
日
）
～
19

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
表
彰
式
・
講
評
は
、
10
月
12
日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
出
品
内
容　

【
小
・
中
学
生
の
部
】
絵
画
、
書

【
高
校
生
・
一
般
の
部
】
平
面
（
日

本
画
、
洋
画
、
工
芸
）、
立
体

（
彫ち
ょ
う
そ塑

、
工
芸
）、
書
、
写
真

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）
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萩
・
田
町
萩
焼
ま
つ
り

　

田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
の
路

上
や
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
萩

焼
即
売
を
中
心
と
し
た
多
彩
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
10
日
（
金
）
～
13

日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
10
日
、
13
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド

■
内
容　

萩
焼
即
売
会
、
萩
の
名

産
・
物
産
展
、
萩
焼
ウ
ィ
ン
ド
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
萩
グ
ル
メ
ま
つ

り
、
酒
蔵
見
学
と
地
酒
ま
つ
り
、

竹
と
ん
ぼ
コ
ー
ナ
ー
、お
宝
展
示
、

呈
茶
席
コ
ー
ナ
ー

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
（
２
６
・
２
２
０
１
）

萩
看
護
学
校
学
校
祭

■
と
き　

10
月
11
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校（
堀
内
）

■
内
容　

足
浴
、
身
体
測
定
、
軽

食
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
看
護
学
校
（
２
６
・
６
５
０
０
）

萩
・
魚
ま
つ
り

　

地
元
魚
の
消
費
拡
大
、
魚
食
普

及
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
北
浦
地

区
最
大
の
水
産
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
12
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

県
漁
協
萩
地
方
卸
売

市
場
、道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

■
内
容　

▽
午
前
９
時
30
分
～

水
産
加
工
品
販
売
、タ
ッ
チ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
、中
国
電
力
コ
ー
ナ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
協
会
イ
ベ
ン
ト
、も
ち

ま
き
（
開
会
式
終
了
後
）、▽
10
時

～
活
魚
・
鮮
魚
・
活
イ
カ
販
売
、「
オ

イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
カ
リ
カ
リ
焼

き
」無
料
試
食
、▽
11
時
～
萩
の
ブ

ラ
ン
ド
魚
無
料
試
食
、▽
正
午
～

魚
の
つ
か
み
取
り
（
先
着
３
０
０

人
、小
学
生
以
下
、10
時
か
ら
整
理

券
を
配
布
）、▽
午
後
２
時
50
分
～

も
ち
ま
き
（
く
じ
付
き
）

■
主
催　

萩
・
魚
ま
つ
り
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

道
の
駅
「
萩
往
還
」

秋
の
収
穫
祭

　
「
実
り
の
秋
」
を
象
徴
す
る
萩

の
山
の
幸
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
（
土
）、
19

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
往
還
」

■
内
容　

▽
18
日
・
19
日
午
前
９

時
～
招
福
く
じ
（
１
０
０
０
円
ご

と
の
買
い
物
で
福
引
券
配
布
、
先

着
２
０
０
０
個
の
景
品
。特
賞「
山

口
県
産
の
マ
ツ
タ
ケ
」「
九く
ろ
う
ま
い

郎
米

の
新
米
」
ほ
か
）、
松
陰
柿
の
限

定
販
売
、
▽
18
日
午
前
10
時
～
肉

う
ど
ん
１
０
０
円
（
先
着
２
０
０

食
）、
▽
19
日
午
前
11
時
～
見
蘭

牛
ス
テ
ー
キ
３
８
０
０
円
相
当
を

１
０
０
０
円
（
先
着
50
人
、
10
時

か
ら
整
理
券
を
配
布
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
往
還
」

（
２
２
・
９
８
８
９
）

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
秋
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩（
椿

東
中
ノ
倉
）

■
内
容　

再
生
品
の
販
売
、
体
験

教
室
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
犬

の
飼
い
方
教
室
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー

等

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

萩
博
物
館
開
館
10
周
年
記
念
特
別
展萩

藩
苦
難
の
道

攘
夷
か
ら
倒
幕
へ

　

丙へ
い
し
ん
ま
る

辰
丸
は
、安
政
３
年（
１
８
５

６
）
12
月
、
世
界
遺
産
の
構
成

資
産
候
補
と
な
っ
て
い
る
小
畑

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
で
進
水
し
ま

し
た
。
全
長
25
ｍ
、
排
水
量
47
ト

鶴
江
台
か
ら
水
軍
の
操
練
を
上
覧

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
の
様
子

を
台
上
か
ら
描
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
萩
藩
初
の
洋
式
軍
艦
の

誕
生
を
祝
い
、
お
披
露
目
を
す
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味

を
持
つ
操
練
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

【
前
期
】 

10
月
21
日（
火
）ま
で

【
後
期
】 

10
月
23
日（
木
）〜
11
月
24
日（
月
・
祝
）

描
か
れ
た
幕
末
の
萩
藩「萩菊ヶ浜沖船軍習練之図」（168㎝× 293㎝）

山口県文書館蔵

※
10
月
22
日
（
水
）
は
展
示
替
え
の
た
め
閉
鎖
。

ン
で
、
萩
藩
初
め
て
の
洋
式

軍
艦
で
し
た
。

　

こ
の
絵
図
の
大
き
さ
は
、

縦
１
６
８
㎝
、横
２
９
３
㎝
。

萩
藩
水
軍
の
操
練
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
す
。
手
前
が

鶴
江
台
で
、
そ
の
向
こ
う
に

ひ
と
き
わ
大
き
な
船
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
船
が
丙

辰
丸
で
、
同
船
を
中
央
に
萩

藩
の
軍
船
が
菊
ヶ
浜
沖
に
勢

揃
い
し
て
い
る
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
の
絵
図
で
す
。

　

安
政
４
年
（
１
８
５
７
）

７
月
、
萩
藩
主
毛
利
敬た
か
ち
か

親
は

◆
萩
藩
初
の
洋
式
軍
艦
「
丙
辰

丸
」
を
中
心
に
し
た
水
軍
の
操

練
を
描
い
た
絵
図
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◆
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
を
１
時
間
ご
と
に
出
発

▽
往
路
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後

１
時
30
分
、
復
路
：
午
前
11
時
～

午
後
２
時

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
の

募
集

■
募
集
区
画　

５
区
画（
先
着
順
）

■
出
店
料　

１
区
画
５
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

（
２
４
・
５
３
０
０
）

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん

三
見
」
秋
の
収
穫
祭

■
と
き　

10
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん

さ
ん
三
見
」（
山
陰
道
明
石
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
）

■
内
容　

西
条
柿
・
新
鮮
な
秋
野

菜
・
海
産
物
の
販
売
、
新
米
の
す

く
い
ど
り
（
１
回
１
０
０
円
、
先

着
１
０
０
人
）、
屋
台
出
店
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」

（
２
７
・
０
０
４
１
）

萩
わ
ん
ぱ
く
広
場

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
を
合
言
葉
に
、
遊
び
や
体

験
活
動
な
ど
、
子
ど
も
同
士
や
親

子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
む
催

し
で
す
。

■
と
き　

10
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
わ
ん
ぱ
ー
く
、
児

童
館
、中
央
公
園
（
雨
天
の
場
合
、

児
童
館
の
コ
ー
ナ
ー
の
み
実
施
）

■
内
容　

む
か
し
の
遊
び
、
も
の

づ
く
り
（
各
種
工
作
、
竹
馬
、
竹

細
工
な
ど
）、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

自
転
車
遅
乗
り
競
争
、
白
バ
イ
・

パ
ト
カ
ー
等
の
展
示
、
人
形
劇
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど

■
対
象　

幼
児
～
小
学
生
、
保
護

者
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
帽
子
な
ど

■
参
加
料　

無
料
（
一
部
有
料

コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

■
主
催　

萩
わ
ん
ぱ
く
広
場
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ
ま
つ
り

　

障
が
い
者
と
地
域
住
民
の
交
流

を
図
る
目
的
で
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
火
）
午
後

３
時
～
５
時

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
山
田
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
内
容　

綿
菓
子
、
や
き
と
り
、

焼
き
芋
、
ゲ
ー
ム
な
ど

※
先
着
１
５
０
人
に
お
菓
子
等
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
２
２
・
３
１
７
５
）
吉
原
・
船
戸

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

■
休
館
日　

９
月
29
日
（
月
）、

10
月
６
日
（
月
）

◆
落
語
寄
席
「
上
方
落
語
・
絵
画

の
世
界
」　

■
10
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分
、
講
座
室

■
出
演　

林
家
染そ
め
じ
ゃ
く雀

■
定
員　

84
人
（
当
日
先
着
順
）

■
入
場
料　

無
料

　

大
坂
・
京
都
で
制
作
・
版
行
さ

れ
た
浮
世
絵
は
、
江
戸
の
浮
世
絵

と
区
別
し
て
「
上
方
絵
」
あ
る
い

は
「
上
方
浮
世
絵
」
と
呼
ば
れ
、

日
本
国
内
よ
り
も
海
外
で
高
く
評

価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
上
方
絵
は

役
者
絵
が
大
半
を
占
め
、
男
性
役

者
が
女
役
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が

は
っ
き
り
と
分
か
る
役
者
似
顔

や
、
ア
ク
の
強
い
人
物
描
写
が
海

柳り
ゅ
う
さ
い斎
重し

げ
は
る
春
「
四
代
目
中
村
歌
右
衛
門

の
越
後
獅
子
」
天
保
９
年（
１
８
３
８
）

山
村
流
六
世
宗
家 

山
村
友と

も
ご
ろ
う

五
郎
氏
蔵

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○ゴジラ（2D字幕/3D吹替）
○ルパン三世
○野のなななのか
○猿の惑星 ライジング

〜10/13
10/4〜24
10/11〜

10/18〜11/7

　

日
本
有
数
の
好
漁
場
で
あ
る
見

島
沖
で
、
漁
業
者
と
遊
漁
者
が
相

互
理
解
を
深
め
、
釣
り
の
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
の
認
知
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
27
日（
月
）～
11
月

２
日（
日
）午
前
７
時
～
午
後
３
時

※
海
の
状
況
に
よ
り
中
止
、
日
程

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

見
島
沖
周
辺
海
域

■
前
夜
祭　

10
月
26
日
（
日
）
午

後
６
時
30
分
～
、
見
島
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

　
　10

月
13
日（
月
・
祝
）ま
で

上
方
の
浮
世
絵
ー
大
坂
・
京
都
の
粋す
い

と
技わ
ざ

ー

※
９
月
30
日
か
ら
一
部
作
品
を
入
れ
替
え
。

外
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
国
内
所
蔵

品
２
１
２
件
を
展
示
し
約
40
年
ぶ

り
に
「
上
方
絵
」
を
通
覧
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館
開催中〜5日㊐
　　   まなぼう館所蔵絵画展
　　   エッ!?絵が借りれるの?

9:30〜 須佐図書館

開催中〜11/8㊏
　　   写真展「明木小学校の思い出」 9:30〜 明木図書館

1 ㊌「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館
2 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館

8 ㊌ やまぐちの歴史おでかけ講座 10:00〜 須佐図書館
にんじゃごっこ 15:30〜 明木図書館

10㊎ 似顔絵教室 15:30〜 明木図書館
11㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館

15㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
将棋であそぼう 15:30〜 明木図書館

【休館日】 　萩図書館：14㊋（臨時休館）
   　　　須佐図書館：6㊊、13㊊〜15㊌
   　　　明木図書館：6㊊、12㊐〜15㊌

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

10:00 〜むつみ総合事務所
13:30 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　健康づくり教室（医師編）
●乳幼児相談

毎週㊌
2 ㊍
9 ㊍

15 ㊌

9:30 〜旭活性化セ
　佐々並健康運動教室（ヘルシー教室運動編）15 ㊌

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

10:00 〜弥富公民館
14:00 〜弥富公民館

14:00 〜須佐保セ
9:30 〜田万川保セ
9:30 〜田万川保セ

10:00 〜須佐郵便局

　弥富元気もりもり体操
　須佐元気もりもり体操
　須佐脳がよろこぶ会
　弥富脳がよろこぶ会
　弥富ウェルネス教室
　みんなの健康運動教室
　萩市健康体操教室
●すくすく赤ちゃん学級
　まちの保健室

1 ㊌
2 ㊍
3 ㊎
6 ㊊
7 ㊋

10 ㊎
14 ㊋
15 ㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667
14 ㊋

15 ㊌

　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査
　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）
　心の健康相談（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:30 〜

14:00 〜、17:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
9:00 〜萩市保セ

9:30 〜西木間公会堂

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜椿東小地域ふれあいセ

11:00 〜中央公園
13:00 〜萩市保セ

10:00 〜市民体育館
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜三見公民館

毎週㊋
毎週㊍

1 ㊌
2 ㊍

3 ㊎
7 ㊋
8 ㊌
9 ㊍

10 ㊎

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●1歳6か月児健康診査
　栄養相談日・健康相談日
　西木間健康教室
●1歳児集まれ教室（H25.10月生まれ）・母子相談室

　椿東健康づくり教室
　健康づくり応援隊体操
●3歳児健康診査
●子育て輪づくり大運動会
●ママ友の会（H26.4月〜6月生まれ）
　三見ソナタ

4 ㊏ •シニアバドミントン大会　　　13:00〜市民体育館
5 ㊐ •萩市社会人卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
8 ㊌ •萩市小学校陸上競技大会　 9:00〜萩スポーツ広場

9 ㊍ •萩市長杯争奪ゲートボール大会
9:00〜萩甲子園球場

10㊎ •むつみ地域 高齢者グラウンドゴルフ大会
10:00〜むつみグラウンド

11㊏ •中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会
9:00〜市民体育館ほか

12㊐

●萩市民秋季ソフトボール大会（予選）
8:30〜萩スポーツ広場

•むつみ地域 ふれあいソフトボール大会
8:30〜むつみグラウンド

•佐々並地区大運動会　　9:00〜佐々並小グラウンド
•明木地区体力づくり大運動会

9:00〜明木小グラウンド
13㊊ •山口県ラージボール卓球萩大会 9:00〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
2 ㊍ ピヨピヨ「ミニ運動会」 10:30〜11:30
4 ㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
6 ㊊ お月見をしよう

（定員：30人、参加料100円） 19:00〜20:30
8 ㊌ ベビーマッサージ教室（定員：6組） 10:00〜11:30
10㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15

11㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
7㊋、14㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
7 ㊋ 発達相談日 13:00〜15:00

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
2 ㊍ 萩博物館特別展「萩藩苦難の道」
9 ㊍ 子ども・子育て支援新制度
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情報カレンダー日月火水木金土
31 2 4
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

5日㊐
12日㊐
13日㊊

［内科］
［内科］
［内科］

弥富（弥富下）
すさ（須佐）
須佐診療（須佐）

08387・8・2311
08387・6・3376
08387・6・2540

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊌
●着物ウィーク in 萩 〜13日 （10:00〜/城下町周辺）外科 都志見（江向） 22・2811
●萩市美術展特別展「村上景介展」 〜5日 （10:00〜/市民館小ホール）内科 柳井（橋本町） 22・0748

2 ㊍
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 藤原（土原） 22・0781

3 ㊎
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

4 ㊏
◯運動会（椿東保、山田保、川上保、福川保） 外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 みやうち（椿） 25・2500

5 ㊐

○運動会（土原保、椿保、日の丸保、萩光塩学院幼） 内科・歯科（外科）
○手作りそばの花まつり （9:30〜/弥富グラウンドほか）休日急患診療センター（椿）26・1397
●農林水産業就業フェア （10:00〜/サンライフ萩）
○萩・阿武女声コーラスの集い （13:30〜/市民館大ホール）
●大河ドラマ「花燃ゆ」市民講座 （14:00〜/萩博物館講座室）

6 ㊊
外科 MP萩（堀内） 24・0082
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

7 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

8 ㊌
外科 かわかみ（椿東） 21・7538
内科 波多野（堀内） 25・2788

9 ㊍
●萩市戦没者追悼式 （10:00〜/市民館大ホール）外科 都志見（江向） 22・2811
●萩・タウンミーティング（むつみ地区）　　 （19:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 市原（塩屋町） 22・0184

10㊎

●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）内科 中坪（今魚店町） 22・5430
●人権・行政相談 （10:00〜/旭活性化センター）
○萩・田町萩焼まつり 〜13日 （10:00〜/田町商店街）
●萩市戦没者追悼式

（10:30〜/田万川コミュニティセンター、11:00〜/見島ふれあい交流センター）
●萩・竹灯路物語 〜12日 （18:00〜/城下町周辺）

11㊏
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 外科 萩市民（椿） 25･1200

（8:30〜/椿ドラッグストアコスモス付近）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

12㊐
◯運動会（越ケ浜保、萩幼） 内科・歯科（外科）
●萩・魚まつり　　　　　　（9:30〜/県漁協萩地方卸売市場、道の駅・萩しーまーと）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩市美術展 〜19日 （10:00〜/市民館）

13㊊
内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

14㊋
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）外科 めづき（土原） 22・2248
○心配ごと相談　　　　　　　　　　（13:30〜/むつみ地域世代間交流拠点施設）内科 柳井（橋本町） 22・0748

15㊌
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 花宮（平安古町） 25･8738
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

16㊍
●行政相談

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）

17㊎
●萩・タウンミーティング（明木地区） （19:00〜/旭マルチメディアセンター）

※小児科は、内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月10
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　国道 262 号を山口市方面へ進み、道の駅「あさ
ひ」の手前の交差点を左折し、県道山口福栄須佐線
を約 400m 進むと佐々並郵便局がある交差点に着き
ます。左折し約 50m 進むと西岸寺に到着します。
　この西岸寺の門は背が高く作られているという特
徴があります。これは参勤交代の折に殿様が馬に
乗ったまま門をくぐり、ここで休憩するためだった
と言い伝えられています。西岸寺の境内に入ると、
幹周 2.6m、高さ 20m のイロハカエデがあります。
　イロハカエデとしては非常に大きなもので、紅葉
する秋に萩往還を彩るすばらしい景観を演出してく
れます。また、春には新緑による美しさで見る人の
目を楽しませてくれます。萩市佐々並市伝統的建造
物群保存地区の良好な景観を彩るためには欠かせな
いものとなっています。

西
さ い が ん じ

岸寺のイロハカエデ
（指定No.54）

新保存樹木 ７

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※９月1日〜９月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

表紙 幕末の歴史をひもとく貴重資料
3,247 点が萩市に寄付

（右上）〔象
しょうげんぎ

限儀〕伊
い の う

能忠
た だ た か

敬が測量で使用したとされる
器具と同様のもので、「浦

う ら し ま

島測
そくりょうのず

量之図」に伊能忠敬が
使用している風景が描かれている。（左上）〔顕微鏡〕
江戸時代に作られた木製の顕微鏡で、交換レンズを
取り替えることで倍率を変えることができる。器具
のすべてが揃っているものは稀

まれ

で貴重。スライドガ
ラス部分には当時の虫がそのままの状態で残ってい
る。（下）〔幕末維新期の銃〕オランダ製のヤーゲル（ラ
イフル）銃と、それを模して萩の鉄砲鍛冶屋（荒

あ ら ち

地
清
せいぞう

蔵保
や す き よ

清）が製造したとされる国産の銃。


